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 シルクやコットン、織り機などの昔からあるアパレル業界における技術以

外に、アルフレッド・シャヒーン・オブ・ホノルルのファッション業界にお

ける運営は、手作業による生地製造から衣類の製造まで全てを網羅した新し

いスタイルとなった。 

 独特のこの運営方法がアフルレッド・シャヒーンの存在を一層際立たせて

おり、生地印刷、衣服製造、販売に至るまで 17万 5千スクエアフィートに

及ぶ工場内で全て行われている。広大で豪華な工場はハワイを訪れる観光客のメッカであるワイキキに位置して

いる。服飾専門スタッフとデザイナーによって生み出される生地や衣類はアルフレッド・シャヒーンブランドと

して統合され世の中に創出されている。 

 太平洋諸島のハワイに位置していることから、アルフレッド・シャヒーンは太平洋諸島に根付く文化や歴史に

関連したデザイン、スタイルを起用しアイランドスタイルの高品質な衣料品として、ハワイだけではなく香港、

ロンドンなどにも流通をしている。 

 今、アルフレッド・シャヒーン・オブ・ホノルルは世界規模で注目を集めるファッション業界のブランドに成

長している。ハワイという小さな島から世界に向けて発信される彼のビジネスが業界や世間に与える影響はとて

も大きい。全ての工程を一か所の工場内に全て配置することによって、効率的な製品加工が可能になっているの

も魅力のひとつ。例えばデザインの早い段階で変更や修正を加え、それをすぐに印刷加工に回すことが可能だか

らだ。 

 アルフレッド・シャヒーン・オブ・ホノルルがハワイに存在する他のアパレル企業やファッション業界とは大

きく異なる点がいくつか存在する。それらが特にハワイにおけるアパレル産業に大きな変化をもたらしている。

ひとつは、シャヒーンの細部にまで行き届いた研究、調査、下準備である。美術館や教育機関、人々の暮らしな

どを徹底的に研究し、業界の権威ある人々からも話を聞き、それらを全てデザインに反映させている。つまり、

シャヒーンのデザイン全てにはそれぞれにストーリーが含まれており、歴史的、文化的な背景を元にデザインさ

れえているものばかりだということになる。その多くはポリネシアン文化、あるいは極東アジア文化のいずれか

となっている。 

 もうひとつ、アルフレッド・シャヒーンのプリントの美しさを象徴する特徴としては、全てのプリントが手作

業でスクリーンプリントされている点だろう。手作業によって創出されるプリントは仕上がりもさることながら、

その工程そのものがすでに芸術的ですらある。色ごとに 1色づつシルクスクリーンにて丁寧に色を重ねて染色し

ていき、その後一定の時間を置くことで生地に染色がしっかりと馴染みそれぞれの色が混ざり合い美しい仕上が

りとなる。その工程では、保管温度、湿度、気圧も細かく管理され、さらに色づけをよくするために何度も洗浄

を繰り返しハワイの太陽の下で乾燥させるという作業を行う。お湯で洗浄され余分な染色材を全て洗い流し、プ

レシュリンクされた生地を乾燥させるためには 30分から最大 24時間までの時間を必要とした。 

 このような工程を経て仕上がった生地は反物状にまかれて、今度は縫製工場へ運ばれて裁断され洋服に仕上が

っていく。 

 アルフレッド・シャヒーンの生地、その色合いがどれほど特別なもので人気があるのか、その秘密は、デザイ

ンが生まれる時から洋服として仕上がるまでの工程で多くの物語が存在するからだろう。１０００色以上の染料

が常備されており、それらは染料の専門家管理の元、色の発色や別な色と合わせた時のバランス、滲み具合など



に至るまで細部にわたって研究管理されている。 

 染料に関する技術研究や進化を常に意識し、新しい色の開発やアルフレッド・シャヒーンプリントの大きな特

徴である陰影プリントに関する開発にも余念がない。 

 生地プリントと平行してシャヒーンビジネス運営の多くを占めているのが服飾製造だ。海外での経験を持つ飛

び抜けたセンスを持つファッションデザイナーを起用し、シャヒーンによってコンセプトを伝授されドレスやデ

ザインパターンのラフスケッチから始める。ラフスケッチを元にサンプルが作られ完成形に微調整されていく。

その後、サイズ、色のバリエーションが加えられ、それらすべてをパターンに起こして、縫製が成され、市場へ

と流通される。 

 縫製も大きな一つの部屋で行われていたが、デザインやスタイルが特別なものだけは、一人が最初から最後ま

でを 1人で担当し縫製しているそうだ。 

 このように、全ての工程を 1か所の広大な工場で行うビジネス運営は、ハワイに今まで全くなかったスタイル

であり、ゆえにその手法は非常にダイナミックで彼自身の興味深い生き様にも繋がっている。 

 カリフォルニア州のウィッティア大学を卒業後、戦闘機パイロットとして第二次世界大戦に参戦。服飾、テキ

スタイル製造業を代々営む家系の 3代目として誕生している。家業を継ぐ中で培ってきた経験と知識の多くを現

在のアルフレッド・シャヒーン・オブ・ホノルルに活かしている。工場を建設してからは、ローカルの労働者た

ちの訓練、技術習得を役割別に熱心に行った。生地をプリントする機械や設備の設計開発の一部にまでシャヒー

ン自身が関わっていた。 

 今日におけるアルフレッド・シャヒーン・オブ・ホノルルはハワイの産業経済を活気づける巨大企業のひとつ

にまで成長している。新しいビジネスモデルの先駆者であり、その卓越したプリント技術や一貫した製造工程か

ら創出される衣類製品は世界中に知られている。 

 米国本土ではアルフレッド・シャヒーンの人気はおもに、Vogue や Harper’s Bazaar、Mademoiselle などの

高級ファッション雑誌に起用されたことから広がりを見せている。 

 ファッション業界において革命を起こしてきたリーダーであるにもかかわらず、彼は今日でも更なる向上と発

展を目指しデザインやプリントの改良開発に精進している。さらに世界各国からの需要増加に伴い、製造効率を

図るための新たな計画などもすでに計画をしているらしく、今後のハワイ経済の急速な発展を大きく担う企業の

ひとつになるであろう。 

 

 

・シャヒーンは専属モデルも

雇い美しく魅せることにト

ータルでの取り組みをして

いた。当時の契約モデル：エ

レン・ウェルマンやビバリ

ー・ノアなど 

 

・工場では 60ヤード(約 55m)

に及ぶ長い作業台があり、職

人たちが一つ一つ丁寧に型

をシルクスクリーンプリン

トしていた。 










